
Q&A6議会だより

Q&  A議員の 市の

■
少
子
化
対
策
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
の
少
子
化
対
策
は
？

我
が
国
の
少
子
化
は
１
９
７
５
年
か
ら
始
ま
り
、
七
尾

市
は
「
増
田
レ
ポ
ー
ト
」
に
言
う
消
滅
可
能
性
都
市
で
、

２
０
４
０
年
に
は
総
人
口
３
２
，
２
０
２
人
、
若
年
女
性
が
２
，

１
４
４
人
で
若
年
女
性
人
口
変
化
率
マ
イ
ナ
ス
５
９
・
５
％
と

推
計
さ
れ
、
自
治
体
経
営
の
破
綻

が
予
測
さ
れ
て
い
る
。
七
尾
市
の

２
０
２
１
年
の
出
生
数
は
２
０
８
人
、

死
亡
数
は
８
６
６
人
、
自
然
減
は

６
５
８
人
、
こ
れ
が
現
実
で
す
。
少

子
化
の
原
因
、
七
尾
市
の
今
ま
で
の

少
子
化
対
策
、
こ
れ
か
ら
の
少
子
化

対
策
を
伺
う
。

少
子
化
の
原
因
は
主
に
未
婚

化
、
晩
婚
化
、
子
育
て
に
対

す
る
負
担
感
や
経
済
不
安
定
な
ど
が

あ
る
と
考
え
て
お
り
、
少
子
化
対
策

の
一
環
と
し
て
、
子
育
て
環
境
の
充

実
と
時
代
を
担
う
人
づ
く
り
に
向
け

た
取
組（
下
表
参
照
）を
行
っ
て
い
る
。

　

経
済
的
な
補
助
だ
け
で
は
な
く
、

妊
娠
時
か
ら
切
れ
目
の
な
い
相
談
支

援
体
制
な
ど
を
整
え
、
若
者
が
七
尾

に
住
み
続
け
、
安
心
し
て
子
育
て
で

き
る
よ
う
な
施
策
を
進
め
て
い
る
。

■
女
性
活
躍
・
男
女
共
同
参
画
の
実
現
に
つ
い
て

■
防
災
に
つ
い
て

各
種
女
性
団
体
と
の
連
携
は
？

女
性
活
躍
・
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
の
た
め
に
は
、

人
員
不
足
を
補
完
す
る
観
点
か
ら
も
、
各
種
女
性
団
体

と
連
携
し
な
が
ら
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
は
大
変
有
意
義
な
こ

と
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
女
性
団
体
は
、
地
域
活
動
の
担

い
手
と
し
て
も
頑
張
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
女
性
団
体
と
ど
の
よ

う
な
連
携
を
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

　

ま
た
、
七
尾
市
で
は
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
を
整
備
し
て

い
る
が
、
今
後
は
そ
の
名
簿
の
有
効
な
運
用
を
図
る
こ
と
が
大

変
重
要
だ
。
大
切
な
市
民
の
命
を
守
る
た
め
の
地
域
に
お
け
る

有
効
な
支
援
体
制
は
整
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

七
尾
市
各
種
女
性
連
絡
協
議
会
、
七
尾
市
女
性
団
体
協

議
会
は
そ
れ
ぞ
れ
自
主
的
に
活
動
を
さ
れ
て
い
る
団
体

で
、
そ
の
活
動
の
支
援
と
し
て
活
動
費
の
一
部
の
助
成
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
市
や
県
が
行
う
男
女
共
同
参
画
の
啓
発
事
業

や
研
修
会
へ
の
参
加
に
つ
い
て
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
は
、
避
難
行
動
要
支
援
者
の
基
準

を
満
た
す
人
全
て
を
名
簿
に
登
録
し
、
避
難
行
動
要
支
援
者
の

命
に
危
険
が
あ
る
場
合
に
は
、
本
人
の
同
意
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
町
会
長
や
民
生
委
員
の
ほ
か
、
警
察
や
消
防
等
へ
の
情
報

提
供
を
行
う
体
制
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
平
時
の
見
守
り
活
動

や
避
難
訓
練
等
に
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。

■
旧
七
尾
農
業
高
校
用
地
の
早
期
解
決
に
つ
い
て

用
地
の
利
活
用
を
進
め
よ
！

一
般
県
道
池
崎
・
徳
田
線
の
道
路
用
地
に
係
る
土
地
で

あ
る
旧
七
尾
農
業
高
校
用
地
は
、
不
要
の
用
地
と
し
て

旧
徳
田
村
に
返
還
す
べ
き
土
地
で
あ
り
、
七
尾
市
が
旧
地
主
と

の
問
題
解
決
に
向
け
て
努
力
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
長
の
前

向
き
な
対
応
を
お
願
い
す
る
。

　

ま
た
、
こ
の
土
地
に
つ
い
て
、
新
潟
県
佐
渡
市
に
あ
る
ト
キ

の
森
公
園
の
よ
う
な
ト
キ
の
放
鳥
に
向
け
た
施
設
を
誘
致
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
か
伺
う
。

旧
農
業
高
校
用
地
は
石
川
県
の
名
義
で
あ
る
が
用
途
に

制
約
が
あ
り
、
石
川
県
だ
け
の
判
断
で
工
事
を
行
う
こ

と
は
で
き
な
い
。
さ
ら
に
演
習
林
も
含
め
、
七
尾
東
雲
高
校
の
総

合
学
科
農
業
系
列
で
農
業
実
習
用
地
と
し
て
継
続
的
に
使
用
さ

れ
て
お
り
、
返
還
の
条
件
に
あ
て
は
ま
ら
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

地
元
で
こ
の
地
域
の
考
え
方
、
要
望
等
を
し
っ
か
り
と
取
り
ま
と

め
て
い
た
だ
い
た
う
え
で
七
尾
市
と
し
て
県
に
要
望
し
て
い
き

た
い
。

　

ト
キ
の
放
鳥
の
候
補
地
の
正
式
決
定
が
８
月
上
旬
の
予
定
で

あ
り
、
決
定
後
、
能
登
地
域
ト
キ
放
鳥
受
入
推
進
協
議
会
に
お
い

て
専
門
委
員
会
等
を
設
け
て
、
生
息
環
境
の
調
査
や
受
入
に
向
け

た
生
息
環
境
整
備
を
進
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
七
尾
市
独
自
で

は
な
く
、
能
登
地
域
全
体
で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
認
識
し

て
い
る
。
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第 4次男女共同参画推進プラン第 4次男女共同参画推進プラン

瀨戸 三代 議員
（あすなろ）

徳田 正則 議員
（新政会）

和田内 和美 議員
（無会派）

●子育て環境の充実と時代を担う人づくりに向けた取組

結婚を支援する施策 結婚相談事業、結婚に伴う住宅取得費用や賃借料、引っ越し費用の助成
コロナ禍における支援 国の給付金のほか、市独自の応援金の支給
子ども医療費 平成30年４月診療分から通院時の自己負担を18歳までなく

し、さらに令和３年４月からは窓口無料化
３歳未満の保育料 令和３年度には保育料半額免除を行い、令和４年度からは第２子半額、第３子無料として支援の拡充
出産祝い金 今年度から、出産祝い金を２万円から12万円に拡充
給食費の無償化 小・中学校の給食費無償化は、第3子以降無償化


